※本大会はJSC（日本スポーツ振興センター）の基金助成事業です。
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◎2025日本選手権収支説明について：全体で約13９万円の赤字となりました。
　内容は、参加料が昨年より大幅に約150万円減少し、諸経費も物価高騰の影響で前年度比約10％の100万円増加。収入は助成金が100万あまり増加しましたが、相殺すれば約150万の赤字となりました。参加チームは少子化の影響からかスタンダード艇の参加が激減する一方でスモールが昨年より増加、次年度はスモールのカテゴリーを増やしてスモール人気にも対応するとともに開催日程も来年は夏の7月19日に戻し,参加者の挽回を図ります。
以上、簡単ですが、ご報告いたします。　　　　　　　　　　　　　JDBA事務総長　谷      ３/２４

収　支　決　算　書
○行事等の名称：天神祭奉納2025日本国際ドラゴンボート選手権大会（１１月２日開催）
○主催者等名：天神祭渡御行事保存協賛会、一般社団法人日本ドラゴンボート協会
１．収入の部（税込み）
	費目
	内訳
	金額（円）

	前期繰越金
	
	０

	自己負担金
	一般社団法人日本ドラゴンボート協会
	１，３９６，８０３

	参加費
	・22人漕ぎ1ﾁｰﾑ12万円×11ﾁｰﾑ＝132万、女子、ｼﾆｱ10万円×1ﾁｰﾑ=10万円
・10人漕ぎ1ﾁｰﾑ７万円×国内21ﾁｰﾑ＝147万円、海外6万円×1ﾁｰﾑ=6万円
	２，９５０，０００

	協賛金等
	特別協賛企業協賛金
	１，１００，０００

	助成金
	日本ｽﾎﾟｰﾂ振興センターJSC
	６，０００，０００

	雑収入
	
	

	合計
	１１，４４６，８０３


２．支出の部（税込み）
	費目
	内訳
	金額（円）

	公園使用料・大阪城公園事務所
	八軒家浜遊歩道使用料
	２５，４４０

	保険料
	選手・スタッフ傷害保険
	９７，６８０

	陸上施設費
	南天満公園及び八軒家浜
	２，５３０，０００

	ボート１隻傭船料
	審判艇１隻
	６０，５００

	謝礼、交通費
	競技役員謝礼2日間
	７７６，０００

	陸上資材運搬費
	大阪南港―桜ノ宮往復
	９９，０００

	ドリンク・表彰金品購入
	スタッフ用及び入賞賞品
	２１０，１４４

	警備費
	南天満、八軒家、天満橋橋上
	３８１，８６０

	桟橋・会議室使用料
	八軒家浜桟橋、会議室
	６６，０００

	表彰金品
	メダル、トロフィー代
	２６６，１４５

	音響設営費
	南天満橋、八軒家浜
	５５０，０００

	氷代
	スタッフ用
	６２，２０８

	スタッフ弁当代
	競技役員、アルバイト用
	２３９，１８４

	初穂料
	大阪天満宮
	１５０，０００

	司会・アシスタント料
	実況、アシスタント２名
	９９，７９０

	大型警戒艇傭船料
	１隻
	８８０，０００

	旅費
	関東役員2名東京―大阪間
	５６，０００

	競技運営主管料
	大阪府ドラゴンボート協会
	１５０，０００

	宿泊費
	海外、遠隔役員宿泊代
	１３０，４００

	打合せ費
	海外役員打合せ費
	３５，０００

	廃棄物処理費
	パッカー車1台
	１０４，５００

	事前艇補修作業費
	倉庫の開閉作業
	３１，９００

	レンタル料
	無線機４５台
	１０５，７２０

	シャワー
	選手洗浄用シャワー
	１７２，７００

	水上施設費・艇曳航費
	レーン設置、ﾄﾞﾗｺﾞﾝ運送
	２，９７０，０００

	公園使用料・扇町公園事務所
	南天満公園使用料
	５０，８８０

	立替金
	ﾚﾝﾀｶｰ代、雑費購入
	１４６，５１２

	新聞PR広告費
	ドラゴン特集費用　全10段
	９９０，０００

	振込手数料
	銀行振込
	９，２４０

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	１１，４４６，８０３


※収支の不足分1,396,803円は一般社団法人日本ドラゴンボート協会で負担します。
（留意点）
・収入合計と支出合計は原則一致させること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・収支に過不足が生じている場合は、その原因及び対処方針を明記すること。スポーツ振興くじ助成事業
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